
　

NO. 事　業　名 事業概要
申請額（千円）

交付対象事業費の１／２

Ｈ29年度決定額　　１，４８７

Ｈ30年度決定額　　４，９９６

Ｈ31年度申請額　　５，１２５

Ｈ31年度申請額　　６，０８１
（下野市分）

Ｈ32年度申請額　１２，８７４
（下野市分）

Ｈ33年度申請額　１１，２９３
（下野市分）

Ｈ31年度申請額　　１，５５０

Ｈ32年度申請額　　１，６５０

Ｈ33年度申請額　　１，８００
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６次産業化施設

ゆうがおパークの活性化事業
【新規・単独】

　地域の６次産業化、都市住民との交流の拠点である「ゆうがおパーク」に外部専門人材による店舗経営のノウハウを注入
し、経営のブラッシュアップを図るとともに、モニターツアーなど観光イベントや田植え、稲刈り、芋ほりなどの農業体験
事業との連携・連動を図ることにより、都市と農村の交流を促進する。併せて、地元の農産物を使用した６次産業化による
付加価値の高い商品を開発・販売することにより、集客力をアップし、地域の稼ぐ力の向上につなげる。さらには、地域農
産物の消費拡大を図ることにより、農業者の働く意欲向上、後継者となる担い手を開拓し、地域農村環境の活性化に資する
ものである。
　本事業においては、地元住民の出資法人「企業組合すがたがわ」が運営するゆうがおパークが、自立安定的な経営とな
り、農業資源を活かした地域活性化の拠点となるために、その初期段階を支援するものである。
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ご当地アニメを活用した

移住定住促進プロジェクト
【継続・単独】

同じ名前が縁で人気声優「下野紘」さんを下野エール大使に任命したところ、市ホームページへのアクセスが10万回を超
え、委嘱状交付式の記事は5,000件を超えるお気に入り登録がなされ、その様子を表紙に掲載した市広報紙は無くなり増版
するという前代未聞の反響があった。さらに、本市観光大使のキャラクター「瓜田瑠梨」の属するアニメコンテンツ「まろ
にエール」には6万人ものフォロワーがついており、これらの求心力を活用し地方創生につなげる取り組みが求められてい
たことから、平成２９年度に「下野紘」さんや「瓜田瑠梨」を起用したご当地アニメーション「サクラノチカイ」を制作し
たところである。
  このアニメーションに、市内の伝説や実在する地域資源をロケ地として登場させることで、本市の魅力や価値を発信し知
名度向上を図るとともに、オリジナルブルーレイディスクを販売したり聖地巡礼マップを作成しレンタサイクル（痛チャ
リ）で市内周遊を促進したり、関連グッズの開発販売や販促利用の協力店舗を拡大するなど、サービス業や農商工業などの
市内産業に効果を波及させる仕組みを構築し、新たに生み出される需要を地域所得の向上に結び付ける。
さらに認知度不足からこれまで効果が上がらなかったシティプロモーション活動において、若者に訴求力の高いアニメとい
う素材を活用しながら、とくに若年世代に対する移住定住促進施策の効果向上につなげるため、真岡市との連携スタンプラ
リーやアニメでつながる移住促進ツアー、マンガによる東の飛鳥下野市の歴史読本の作成とそれを活かしたボイスコミッ
ク、コミュニティＦＭでの放送などを行い、しもつけファンクラブ(仮称)を立ち上げ関係人口の増加や愛着心の醸成を図
る。
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広域公共交通でつなぐ
地域の宝（人・観光・健康・仕事）

１市２町連携プロジェクト
【新規・広域】

１市２町エリア全体の資源を最大限に活かすため、地域住民の生活交通と観光２次交通の両面から、エリアを東西につなぐ
巡回路線バスシステムを構築し、併せて１市２町連携による広域周遊観光や東京圏等からの移住定住促進、域内住民の健康
増進等を通じた生涯活躍のまちの形成、さらにはコンパクトなまちづくり等を連動させ、それら施策を一体的に推進するこ
とで圏域全体のまち・ひと・しごと創生の実現につなげる。
①ＪＲ石橋駅を拠点とした壬生町－下野市－上三川町間の広域公共交通としてのバス実証運行による交流人口の増加
②広域連携バスを始めとした公共交通等の活用による民間事業者と連携した１市２町の観光資源アクセス強化及び１市２町
広域周遊ルートの開発、特産品のＰＲによる観光入込客数の増加
③広域連携バスを始めとした公共交通等で繋がる健康増進事業による健康寿命の向上
④ＩＣＴ技術を活用した利用促進及び利用実績の分析により地域に密着した路線化による収支率の向上
⑤既存の公共交通との接続強化により自動車依存から脱却し、公共交通利用率の増加
⑥広域連携バスにより向上する地域の回遊性を活用した地域の魅力ＰＲによる移住・定住者の増加
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